
種名と配列に関わる解説等（維管束植物） 

 

 目録は原則として標本、もしくは標本に基づく文献・資料に基づいて作成し、生育状況については現地調査・

文献情報等に基づいて記載した。 

 生育状況の区域区分については、2003 年及び 2009 年出版の『岡山県野生生物目録』と同様に、旧市町村界に

より区域区分を行った。その区域区分については「2 目録の解説項目と内容」のとおりである。なお、海の区分

については、砂浜、干潟、塩性湿地、汽水、海崖などに生育する植物を該当させた。 

 生育環境区分については、できるだけ地域の情報として得られたものを記載するように留意した。備考につい

ては、種によっては帰化、もしくは栽培からの逸出・野生化、別名等の情報も加えた。 

 種の和名・学名については、原則的に以下の文献・資料を参考としたが、分類群によっては最新の情報を反映

させた。 

 

シダ植物 

学名は主に『日本産シダ植物標準図鑑 I』（海老原，2016）及び『日本産シダ植物標準図鑑 II』（海老原，

2017）に準拠したが、種によっては YList（米倉・梶田，2003-）などの学名を使用した。 

 

種子植物 

 全体的には YList（米倉・梶田，2003-）による配列と学名に準拠したが、テンナンショウ属については『日本

産テンナンショウ属図鑑』（邑田ほか，2018）に、旧ユリ科（チシマゼキショウ科、キンコウカ科、シュロソウ科、

イヌサフラン科、サルトリイバラ科、ユリ科、ススキノキ科（本目録ではワスレグサ科として記載）、ヒガンバ

ナ科の一部、クサスギカズラ科）は『改訂新版 日本の野生植物Ⅰ』（大橋ほか編，2015）に準拠した。 
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